
●コミュニティバス試行運行事業

●六貫山保育園耐震改築事業

●憩いのサロン事業
●福祉医療費支給事業 ●町観光協会補助金

●子ども医療
（町単独事業）
平成23年1月1日
より対象者を
中学生まで拡大

決
算
議
会 

９
月
定
例
会

決
算
議
会 

９
月
定
例
会

　9月定例会は、9月1日から22日まで22日
間の日程で開かれました。武豊町特別職の
職員で非常勤（防災専門官）にかかわる条
例の一部改正や補正予算など9議案をはじ

め、平成22年度一般会計決算および特別会
計決算など8件と、精神保健福祉施策の充
実を求める請願を審査し、いずれも原案ど
おり可決しました。

　住民の大切な税金はさまざまな事業に計
画的・有効的に使われました。また、一般会
計の決算収支は17億3,207万円の黒字とな

り、うち5億3,272万円は23年度の特定事業
に繰越、8億5,000万円は基金に積み立て、3億
4,935万円は23年度に繰越しました。

平成２２年度決算認定
一般会計137億円・特別会計（その他）89億円はこう使われた。
■主な事業

■平成22年度一般会計決算の内訳 単位：万円

町税
83億2,603

国庫支出金
14億112

県支出金
6億7,256

町債（借金）
12億9,500

諸収入
5億4,644

交付税・
その他交付金
8億1,005

繰入金
16億10

繰越金
3億2,570

分担金等
4億1,907

その他
5,120

民生費
46億6,436

教育費
30億4,135

土木費
17億2,556

総務費
13億1,615

衛生費
10億6,061

公債費（借金返済）
8億6,337

消防費
4億9,110

その他（議会費・労働費・
農林水産費・商工費）
5億5,270

●学校施設耐震対策事業

歳入：154億4,727万円 歳出：137億1,520万円

新築された武豊中学校
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＊5 上の表①～④の指標が一つでも基準を超えると「財政健全化計画」を定めなければならない
　　計画の実施状況によっては国からの勧告もある     
＊6 指標が財政再生基準を上回ると健全化段階よりさらに悪化した状態となり「財政再生計画」を定め
　　地方債（借金）が制限され、総務大臣の同意、許可，勧告などの関与があり、国の管轄下に置かれる
＊7 標準財政規模に占める一般会計を主とした会計の収支の赤字の程度
＊8 主に標準財政規模に占める借金の残高や土地開発公社からの土地の買戻しなど将来見込まれる支出の程度

■財政健全化判断
指　　標

健全化判断比率
22年度 21年度

平成22年度
早期健全化基準＊5

財政再生基準
＊6 審査結果

①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

　ー＊7
ー
5.3%
16.6%＊8

ー
ー
5.3%
ー

13.59%
18.59%
25.0%
350%

20.0%
35.0%
35.0%

赤字なし
赤字なし
基準以下
基準以下

■平成22年度決算の概要
会　計　名

水道事業会計
収益的＊2
資本的＊3

一　般　会　計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

特　

別　

会　

計

老人保健事業特別会計＊1
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

小　　　計
合　　　計

歳入（収入） 歳出（支出） 差引額
154億4,727万円 137億1,520万円 17億3,207万円
37億4,880万円 35億9,636万円 1億5,244万円

53万円 53万円 0
3億369万円 3億271万円 98万円

19億1,098万円 18億7,018万円 4,080万円
6,143万円 6,143万円 0

21億2,184万円 21億2,184万円 0
81億4,727万円 79億5,305万円 1億9,422万円
235億9,454万円 216億6,825万円 19億2,629万円

444万円
▲6,208万円＊4

7億6,643万円
7,928万円

7億6,199万円
1億4,136万円

＊1 この会計は22年度をもって終了となった
＊2 収益的・・・経営に伴い発生が予想される収入と費用
＊3 資本的・・・将来に備えて行う建設改良などの支出とその財源となる収入
＊4 不足分は損益勘定留保金（積立金）などで補てん

■まちの財政力（通信簿）

財 政 力 指 数

経常収支比率

実質公債費比率

人件費や物件費などの経費が一般財源に占める割合。
90％以上は危険域。
平成21年度 全国平均 91.8% 類似団体平均 85.4%

収入に対する借金返済の割合。18％を超すと借金が許可制
に、25％を超すと単独事業は制限される。
平成21年度 全国平均 11.2% 類似団体平均 11.3%

平成22年度

1.23

80.1％

5.3％

1.28

80.5％

5.3％

1.29

78.8％

5.6％

平成21年度 平成20年度 説　　　明
必要な費用をどれだけ自前で調達できるかを
示す値。１を超えているほど財政に余裕がある。
平成21年度 全国平均 0.55 類似団体平均 0.75

チェ
ック!!チェ
ック!! ■まちの貯金と借金　貯金は33億円　借金は177億円

貯金（基金） 借金（公債）会　計　名

特別会計（その他）

町民一人あたりの金額

合　　　計
（　）は平成21年度

一 般 会 計 21億4,491万円 ６9億848万円
11億3,777万円 １０7億9,392万円

約8万円 約42万円

32億8,268万円
（41億6,219万円）

１７7億240万円
（172億5,861万円）
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９
月
議
会
４
日
目
の
９
日
は
、

議
会
初
日
に
提
案
さ
れ
た
23
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
始
め
、

条
例
改
正
な
ど
９
議
案
及
び
平

成
22
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
を
始
め
、
認
定
議
案

８
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
た
。

　

各
議
員
か
ら
の
主
な
質
疑
や

答
弁
は
次
の
と
お
り
。

　
　

交
通
安
全
対
策
費
の
交
差

点
カ
ラ
ー
舗
装
の
効
果
は
。

　
　

ま
だ
ま
だ
効
果
が
あ
る
と

言
い
切
れ
な
い
が
、
視
覚
に
訴

え
る
こ
と
で
目
標
物
の
色
別
を

強
調
さ
せ
る
効
果
や
、
車
線
境

界
の
強
調
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

少
し
で
も
交
通
事
故
の
減
少
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
愛
知
県
が
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
カ
ラ
ー
舗
装
を
導

入
し
た
交
差
点
の
う
ち
、
７
割

の
地
点
で
速
度
低
下
や
危
険
運

転
の
減
少
な
ど
、
事
故
防
止
に

つ
な
が
る
効
果
が
表
れ
た
と
公

表
し
て
い
る
。

　
　

衣
浦
小
学
校
の
西
の
三
叉

路
も
事
故
が
多
い
。
事
故
が
多

い
他
の
交
差
点
に
つ
い
て
、
今

後
カ
ラ
ー
舗
装
を
し
て
い
く
の

か
。

　
　

今
回
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
効

果
を
見
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

カ
ラ
ー
舗
装
も
必
要
だ
が
、

道
路
整
備
を
優
先
し
、
信
号
設

置
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

将
来
的
に
は
信
号
が
設
置

で
き
る
よ
う
な
交
差
点
に
し
た

い
が
、
土
地
所
有
者
と
の
関
係

も
あ
り
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

富
貴
小
学
校
屋
内
運
動
場

耐
震
対
策
事
業
で
、
工
期
を
３

年
か
ら
２
年
に
短
縮
さ
れ
た
の

に
あ
わ
せ
て
４
９
７
３
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要

因
は
。

　
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
で

４
０
０
０
万
円
。
他
で
約
１
０

０
０
万
円
。
こ
の
差
は
、
実
施

設
計
に
よ
る
積
算
が
本
年
３
月

で
あ
り
、
予
算
作
成
時
は
、
概

算
に
よ
る
積
算
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。

　
　

防
災
専
門
官
に
ど
の
よ
う

な
専
門
知
識
、
経
験
が
必
要
と

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
年
間

の
稼
働
日
数
は
何
日
か
。
報
酬

40
万
円
の
根
拠
は
。

　
　

災
害
対
策
基
本
法
等
の
災

害
関
係
法
令
や
国
民
保
護
法
の

事
態
対
処
法
令
の
知
識
な
ど
危

機
管
理
能
力
の
あ
る
方
で
経
験

は
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
い
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

稼
働
日
数
は
、
週
４
日
、
年

間
１
９
０
日
程
度
を
予
定
。

　

危
機
管
理
に
高
い
レ
ベ
ル
の

能
力
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
係
長
相
当
職
レ
ベ
ル
を

想
定
。
係
長
の
平
均
年
収
が
約

６
０
０
万
円
。
勤
務
日
数
が
週

４
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
５
分

の
４
で
年
間
４
８
０
万
円
、
月

額
40
万
円
と
し
た
。

　
　

雇
用
期
間
と
期
待
す
る
効

果
は
。
ま
た
、
想
定
し
て
い
る

現
在
の
職
業
は
。

　
　

任
期
は
一
年
だ
が
、
再
任

す
る
こ
と
は
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
期
待
す
る
効
果
は
、

今
回
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た

防
災
対
策
上
の
問
題
点
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
お
い
て
、
的
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
で
さ
ら
な
る
防
災
体
制
の
構

築
を
願
っ
て
い
る
。
想
定
さ
れ

る
現
在
の
職
業
は
、
震
災
で
活

躍
さ
れ
た
警
察
官
、
消
防
署
員
、

自
衛
官
を
考
え
て
い
る
。

　
　

今
年
の
10
月
で
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
が
閉
所
に
な
り
、
岡

崎
の
施
設
を
利
用
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る

こ
と
は
。

　
　

愛
知
県
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
に
は
、
体
育
館
も
あ
り
、
雨

天
で
の
活
用
も
で
き
る
。
ま
た
、

宿
泊
に
伴
い
、
児
童
一
人
当
た

り
５
０
０
円
の
費
用
が
か
か
っ

て
く
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
と
同
時
期
で
の

利
用
は
可
能
か
。
ま
た
、
施
設

利
用
料
の
負
担
は
ど
う
な
る
か
。

　
　

こ
の
施
設
は
、
96
校
の
利

用
が
あ
り
、
５
月
か
ら
８
月
末

ま
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
調
整

の
結
果
、
当
町
は
、
６
月
23
日

か
ら
25
日
で
一
泊
二
日
の
利
用

と
な
り
、
昨
年
と
同
時
期
と
は

な
ら
な
い
。
費
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
費
全
体
の
な
か

で
の
調
整
が
必
要
だ
が
、
い
ま

ま
で
ど
お
り
の
負
担
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
案

審
議

問

問

問

問 答

答

答

問答

答

問問問 答答答 交
差
点
の
安
全
確
保
を

富
貴
小
体
育
館
耐
震
工
事

▼
全
会
一
致
可
決

議
案
第

号
39

な
ぜ
防
災
専
門
官
の
任
用
か

▼
全
会
一
致
可
決

議
案
第

号
41

ど
う
す
る
キ
ャ
ン
プ

▼
全
会
一
致
可
決

議
案
第

号
45

■カラー舗装された交差点

■耐震化予定の富貴小体育館

■作手キャンプ場での林間学校
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総
合
賠
償
保
険
と
い
う
大

き
な
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
と

は
別
に
様
々
な
保
険
に
入
っ
て

い
る
。
重
複
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
住
民
へ
の
周
知
は
。

　
　

予
算
査
定
の
段
階
で
、
重

複
が
な
い
よ
う
調
整
し
た
結
果
、

現
在
20
の
保
険
に
加
入
し
て
い

る
。
保
険
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、

小
学
校
や
保
育
園
は
、
総
合
賠

償
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
た

め
、
別
の
保
険
に
加
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
死
亡
や
障
害
に
つ

い
て
補
償
の
上
積
み
の
た
め
に

加
入
し
て
い
る
保
険
も
あ
る
。

　

加
入
し
て
い
る
保
険
の
住
民

へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
学
校

や
地
区
の
活
動
な
ど
住
民
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
種
類
の
保
険

に
つ
い
て
は
、
区
長
や
保
護
者

な
ど
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

学
校
給
食
で
の
町
内
農
産

物
の
使
用
実
績
は
。

　
　

米
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町

は
、
知
多
産
と
い
う
こ
と
で
出

し
て
い
る
が
、
当
町
で
は
、
あ

い
ち
知
多
農
協
の
協
力
に
よ
り
、

武
豊
産
と
わ
か
る
よ
う
な
袋
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
当

町
の
児
童
・
生
徒
に
は
武
豊
産

の
米
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か

し
、
学
校
給
食
会
を
通
し
て
提

供
し
て
い
る
の
で
、
使
用
量
ま

で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

野
菜
に
つ
い
て
も
、
２
ヶ
月
前

に
必
要
な
野
菜
を
決
め
、
農
協

や
地
元
農
家
と
協
議
を
す
る
が
、

天
候
に
左
右
さ
れ
、
当
日
使
え

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で

使
用
実
績
に
つ
い
て
は
出
し
て

い
な
い
。

　

今
後
も
、
地
産
地
消
を
進
め
、

な
る
べ
く
地
元
の
物
を
使
え
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
　

環
境
美
化
運
動
の
活
動
内

容
と
そ
の
成
果
は
。

　
　

毎
年
６
月
は
環
境
基
本
法

に
定
め
ら
れ
た
環
境
美
化
月
間

や
町
条
例
に
よ
る
空
き
缶
等
ゴ

ミ
散
乱
防
止
条
例
に
よ
る
町
民

行
動
月
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
22
年
度
は
18
の
区
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会

な
ど
34
団
体
に
よ
り
公
共
性
の

高
い
道
路
、
公
園
、
駅
周
辺
、

港
で
空
き
缶
、
空
き
瓶
回
収
や

草
刈
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
が
ゴ
ミ
散
乱
防
止
の
啓

発
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　

あ
お
ば
検
診
の
受
診
率
が

10
・
１
％
と
と
て
も
低
い
よ
う

に
思
う
が
そ
の
要
因
は
。
ま
た
、

今
後
の
対
応
策
は
。

　
　

18
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
健

康
診
査
を
受
け
る
機
会
が
な
い

方
を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

て
い
る
。
若
い
と
き
か
ら
健
康

に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
一

年
に
１
回
の
受
診
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
対
象
者
１
１
７
８
０

人
に
個
人
通
知
を
し
て
い
る
。

会
社
な
ど
で
健
康
診
査
を
し
て

い
る
方
も
い
る
と
思
う
が
、
そ

れ
ら
の
人
に
も
通
知
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
受
診
率
が
低
く
な

っ
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
は
、
対
象
者
の

利
便
性
を
図
る
た
め
に
午
前
や

夜
間
に
も
検
診
を
実
施
し
て
お

り
、
歯
科
相
談
に
も
応
じ
て
い

る
。
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、

あ
お
ば
検
診
受
診
者
を
対
象
に

体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で

き
る
よ
う
な
企
画
も
し
て
、
参

加
者
を
募
っ
て
い
く
。
今
後
も

事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　

乳
酸
菌
飲
料
配
付
事
業
で

満
65
歳
以
上
の
方
に
乳
酸
菌
飲

料
を
配
布
し
、
安
否
確
認
と
健

康
増
進
に
勤
め
た
と
あ
る
が
、

年
何
回
く
ら
い
家
庭
訪
問
を
し
、

ど
う
い
う
情
報
が
得
ら
れ
、
記

録
し
て
い
る
か
。

　
　

一
声
運
動
と
は
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
中
で
希
望
者
に

乳
酸
菌
飲
料
を
配
付
し
、
配
付

時
に
安
否
の
確
認
を
行
う
事
業
。

本
町
で
は
、
乳
酸
菌
飲
料
を
週

に
３
回
程
度
配
付
し
て
お
り
、

１
年
で
１
５
０
回
ほ
ど
の
訪
問

を
し
て
い
る
。
配
達
業
者
に
は
、

配
達
時
に
乳
酸
菌
飲
料
が
残
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
情
報
を
福

祉
課
へ
連
絡
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
連
絡
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
福
祉
課
職
員
が

た
だ
ち
に
訪
問
な
ど
を
行
い
、

安
否
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

記
録
に
つ
い
て
は
、
各
個
人
の

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
に
配
付
事
業

者
か
ら
の
情
報
や
安
否
確
認
な

ど
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
は
、
町
外
在
住
者
、
施

設
間
で
の
重
複
申
込
者
を
除
い

て
、
町
内
在
住
者
で
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
新
増
設
の
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

町
内
の
重
複
を
除
い
た
待

機
者
数
は
２
４
４
人
に
な
っ
て

い
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
新
増
設
の
件
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
第
５
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
介
護
保
険

運
営
協
議
会
で
審
議
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
待
機
者
数
の
状
況

も
含
め
、
施
設
類
の
必
要
性
、

計
画
な
ど
に
つ
い
て
も
協
議
い

た
だ
く
予
定
。

　
　

待
機
者
数
が
年
々
増
加
し

て
い
る
。
運
営
協
議
会
で
審
議

し
て
も
ら
う
こ
と
は
結
構
だ
が
、

町
の
方
針
は
。

　
　

先
ほ
ど
の
待
機
者
の
な
か

に
は
、
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
、
あ
る
い
は
、
比

較
的
軽
度
の
方
も
含
ま
れ
て
い

る
。
も
う
少
し
待
機
者
数
を
精

査
し
、
町
の
方
向
性
を
考
え
て

い
き
た
い
。

事
業

問
う

問答

問答

問答

問

問
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